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幡多西部消防組合における女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画（以下

「本計画」という。）は、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成２７

年法律第６４号。以下「法」という。）第１９条に基づき、幡多西部消防組合長が策定

する特定事業主行動計画であります。 

 

 

1.計画期間 

本計画の期間は、令和３年４月１日から令和８年３月３１日までの５年間とします。 

なお、勤務条件に関する制度改正や計画の進捗状況等を踏まえ、必要に応じて見直し

を図ることとします。 

 

 

2.計画の推進体制等 

本組合では、組織全体で継続的に行動計画を推進するため、職員全体会において、本

計画に基づく取組の実施状況・数値目標の達成状況の点検・評価等について協議を行う

こととしています。 

 

 

3.数値目標 

法第１９条第３項及び女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく特

定事業主行動計画の策定等に係る内閣府令（平成２７年内閣府令第６１号）第２条に基

づき、本組合において、女性職員の職業生活における活躍に関する状況を把握し、改善

すべき事情について分析を行いました。当該課題分析の結果、女性職員の活躍を推進す

るため、次のとおり目標を設定します。  

 

〇 計画期間内における、年次休暇を５０％（１０日）以上取得する職員の割合を７ 

割以上で維持することを目指します。 

〇 令和７年度までに、子どもの出生時の特別休暇（幡多西部消防職員の勤務時間、 

休暇等に関する規則（平成１５年幡多西部消防組合規則第２号）第１２条の表第１



２項）を取得する職員の割合を、７割以上にすることを目指します。 

 

4. 女性職員の活躍の推進に向けた目標を達成するための取組について 

家族や学校、地域の行事への参加、連続した年次休暇の取得を促進することで、職員

の家庭生活の充実を支援していきます。家庭生活が充実することは、子育て中の職員だ

けでなく、全ての職員が、職場において、持てる能力を十分に発揮し、職務能率を向上

させることにも繋がります。 

また、健康維持や女性の職場生活における活躍推進の観点からも適切な休暇の取得は

必要と考えられます。 

そのため、職員の休暇に対する意識の改革を図るとともに、休暇を取得しやすい職場

の雰囲気を作ってまいります。 

さらに、子どもの出生時に、父親となる職員が配偶者をサポートするための特別休暇

の取得を推進することで、より働きやすい職場環境の整備をすすめ、職員のワーク・ラ

イフ・バランスの実現を支援していくことは、職場内にとどまらず、広く女性が活躍す

る社会の実現に寄与するものと考えます。 

 

 


